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欲を⾔えばきりがない。昨⽇は、充実した 1 ⽇になった。 

今回は、フイルム撮影ではない。軽量のデジタルカメラを、２台持参してきた。 

また、メモリーカードは、何枚も持参。記録画像の制限はない。 

現地時間の午前５時前に⽬が覚めた。昨夜は早めに就寝、時差も解消。頭もすっきり。 

寝る選択肢もあったが、テレビのスイッチを⼊れると、放映されていた。 

テレビは気づきと発⾒、過剰かフェイクか、真実か。 

 

欧州始め、フランスの今の事情、事件やイベントの報道、等々、知る必要がある。 

必要より、好奇⼼が喜ぶというか、知らないことを知る、 

これが何より⾯⽩い。サッカー、この年、フランスのチームの監督は、ジタン。 

ブラジル出⾝のネイマール選⼿が、フランスのチームに加⼊。チケットは⼊⼿できなかった。 

下記時計は、左がフランス時間、右が日本時間。⽇本のことを思い浮かべながら・・・ 

パリからの⼿紙、ならぬ、久楽通信ハガキを書きながら、テレビを。 

 

 

   

 

 

 
 



事件や事故の報道は、パリを散策する上での、リスク管理にも役⽴つ。 

スポーツや催事情報も参考になる。フランス語はわからないが、内容の概略は推測できる。 

お天気情報の確認。天気図は参考になるので、カメラにメモ。 

また、欧州⼤陸の事件や、世界情勢は、フランスに⼤きく影響している。 

下記は、スペイン、カタルーニアの報道。カメラアングルにも興味があるので・・・ 

 

 

 

 

 

 

 

 


